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結核は、適切な治療を受ければ治る病気です。

適切な治療とは、「決められた期間、薬を飲み続けること」です。
しかし、症状が治まり普段の生活をしていると、誰でも薬を飲むことを忘れがちになってしまいます。

　そこで、 薬を確実に飲むことを習慣にして、治療終了が迎えられますように、この冊子を利用して頂きたいと思います。
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入院中の経過表　　　
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通院治療
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自己管理表
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Ⅰ結核とは

結核は結核菌を吸い込むことでおこる感染症です。

結核にかかっている人の咳やくしゃみ、談話の際に飛び出した結核菌を直接吸い込むこと（空気感染）によって感染します。しかし、感染を受けた人すべてが発病する訳ではありません。
普通、体には自然に治そうとする力（抵抗力）があり、結核菌に感染しても「風邪」程度の症状で治まり、気が付かないことが多いのです。
しかし、発病せずに済んだ人でも疲労が重なったり、不規則な生活や偏食が原因で、抵抗力が弱った時に発病することがあります。　結核の症状は自覚症状が少ないことも多く、重症になるまで気が付かないケースも少なくありません。
薬を飲み始めれば人にうつす恐れは低くなりますが、最後まで治療することが
大切です。
＊結核の症状（急性期）：こんな症状はありませんでしたか？＊
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　咳　　　　痰や血痰　　　　　発熱　　　　　　胸痛
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対面服薬治療 (EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps14 \o\ad(\s\up 13(ドッツ),DOTS)）を受けられる皆様へ　　
対面服薬治療（DOTS・・・Directly　Observed　Treatment　Short-courseの略）とは、患者様の毎日の服薬を第三者が確認しながら治療することで、結核の治療を確実に終了するように支援することを言います。DOTSは周囲への感染を予防し、耐性菌の発生を防ぐ等の点で非常に有効であることが世界的に認められ、WHO（世界保健機構）の結核対策の基本とされています。

　結核を完全に治すためには、抗結核薬を一定の期間、確実に服薬することがもっとも大切です。飲み忘れたり、症状が治まったからといって勝手に薬を止めると、再発したり薬が効かなくなったりする場合があります。

　

入院中は、看護師がDOTSを行っています。抗結核薬をお部屋に持って行き服薬確認させて頂きます。自己管理されている抗結核薬についても、同じように服薬確認させて頂きます。

　また、退院後は、地域の保健師がDOTSの確認を治療終了までさせて頂きます。
　
　患者様のご理解とご協力をお願いします。
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Ⅱ結核の治療とは
◎結核は適切な治療を受ければ治る病気です。
結核菌はとてもしつこい細菌のため長期間の抗結核薬の服用が必要です。
＊一定期間の規則的な服薬が治療の大原則です

結核の薬は何種類かの薬を組み合わせて飲むことで、耐性菌ができるのを防ぎ、効果が増します。薬を飲み始めると咳や微熱などの自覚症状は治まりますが、これは菌の活動が弱まっただけで治ったわけではありません。飲み忘れたり、自己判断での中断によって耐性菌ができ、薬が効かなくなります。医師の指示した薬を欠かさず確実に服用しましょう。
感染の危険が高い時期
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　＊耐性菌って何？

薬が効かなくなってしまった菌のことを言います。

一旦耐性菌ができると、その薬が使えなくなり、治療が困難になるばかりでなく治療期間も長くなります。
＊薬を飲んだ後の安静は副作用予防につながります

体を休めることで、副作用の出現を抑えることができます。薬が一番よく効き始める、服用後、または注射後１時間は体を休めましょう。
◎主な抗結核薬について
	薬品名
＜商品名＞
	形　状
	服用量
<個数>
	副作用・注意事項

	イソニコチン酸ヒドラシド
（ＩＮＨ）

＜イスコチン＞
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白い錠剤です。
	
	＊手足のしびれ

＊肝障害

＊食欲不振

	リファンピシン

（ＲＦＰ）

＜リファンピシン＞
	[image: image33.jpg]



赤と橙のカプセルです。　　　　
	
	＊肝障害・胃腸障害

＊アレルギー症状
（発疹・かゆみ）

注）尿や便が赤くなる事がありますが、薬の副作用ではありません。

	エタンブトール

（ＥＢ）

＜エブトール＞
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黄色のやや大きめの錠剤です。
	
	＊視力障害（視力低下、視野狭窄など）

＊下肢のしびれ

＊発疹

	ピラジナミド

（ＰＺＡ）

＜ピラマイド＞
	[image: image35.emf]
白い粉薬です。
	
	＊肝障害（吐き気、食欲不振、黄疸など）

＊関節痛

	ストレプトマイシン
（ＳＭ）
　　　　　

カナマイシン

（ＫＭ）
	[image: image36.jpg]
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筋肉注射です
	　　　　
	＊耳鳴り・難聴・めまい

注）注射部位が硬くなる事がありますので、しっかりマッサージをしましょう。

	クラビット
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白い錠剤です。
	
	＊肝障害・腎障害
＊食欲不振



	ツベルミン
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橙色の錠剤です。
	
	＊頭痛・めまい
＊不眠

＊胃部不快

＊黄疸


◎ご自分の飲んでいる薬は覚えましょう。

◎メーカにより、商品名・形状・薬の色が異なります。

◎おかしいなと思ったら医師・看護師・保健師に相談しましょう。
Ⅲ痰の検査とレントゲン検査
1.痰の検査

結核と診断された場合、痰の検査は欠かす事の出来ない大事な検査です。結核菌の検査には、塗抹法と培養法があり、同時に感受性検査、同定検査が行われます。
１）塗抹法……痰の一部を直接スライドガラスに塗りつけて顕微鏡で見る検査です。結果はその日の内に分かります。
	記載法

	蛍　光　法

	相当するガフキー号数（検出菌数）

	－

	0/30視野

	ガフキー0　（全視野に0）


	±

	1～2/30視野

	ガフキー1　（全視野に1～4）


	１＋

	2～20/10視野

	ガフキー2～（数視野に1）


	２＋

	＞20/10視野

	　ガフキー5～（1視野に平均4～6）


	３＋

	＞100/１視野

	　ガフキー10～（1視野に平均・無数）
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２）培養法……結核菌が育ちやすい環境にして、菌を育てる検査です。
結果が出るまで１～２ヶ月程度かかります。

３）同定検査……痰の中の菌が結核菌か非結核性抗酸菌であるかを判別する検査です。結果が出るまで１週間ぐらいかかります。

４）薬剤感受性検査……使用している薬剤が効くかどうかを調べます。
２.レントゲン検査

正常な肺は空気を多く含み、Ｘ線の通りが良いので黒く写り、結核に感染した肺はＸ線の通りが悪いので白く写ります。痰と同じように定期的にレントゲン撮影を行い、経過を見ていきます。結果は、医師から説明を受けましょう。　　　　　　

[image: image21]
Ⅳ日常生活について　
１．結核の治療を開始して２週間まで
＊発症から、服薬開始２週間は菌の伝染力が強いので病室（陰圧室）内での隔離された生活を送って頂きます。
＊病棟外に出ることはできません。ただし、医師の特別な許可などで病棟外へ出る時は、必ずマスクを着用しましょう。　　
＊新聞購入等、陰圧室外への用事の際は状況により看護師が代行します。[image: image22.jpg]



＊入浴については、医師の許可が必要です。　　　　　　      　　     
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　＊痰はティッシュにとり、ゴミ箱へ捨てましょう。
※菌の種類に関する検査結果が出ていない方は、トイレ・洗面以外は病室内で生活して頂きます。

＊面会制限と面会時の注意事項
家族の方へ…面会の際は、必ずマスク（Ｎ９５）を着用して下さい。
準備方法は看護師にお尋ね下さい。

面会制限について…病気等で体調を崩されている方やお子様は面会

できません。

２．結核の治療を開始して２週間目以降
＊結核による症状が改善すれば、医師の指示により、行動範囲を広げていきます。公衆電話使用時・病棟を出られる時などは、マスクを着用しましょう。
３．病棟外の散歩について
＊病棟外への散歩は、喀痰塗抹検査が陰性で医師が適切と判断された方のみ許可されます。（散歩の前後は必ず看護師に声をかけてください。）
[image: image39.jpg]


＊散歩へ出る際の注意事項

①マスクを必ず着用しましょう。
②散歩は病院敷地内で、医師の許可範囲内です。
③人の集まる場所や時間帯は避けましょう。
④食後（服薬後）１時間は安静にして散歩は避けましょう。

⑤直射日光の強い時間帯は避け、長袖、帽子等の工夫をしましょう。

⑥散歩中に出た痰は、ティッシュに取り持ち帰り処理しましょう。
４.個人衛生について
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①食事
	バランスの良い食事をしましょう。食事に制限のある方は、制限を正確に守るようにしましょう。また、時々体重を測りましょう。
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②睡眠
	起床、就寝時間を一定にし、十分な睡眠時間をとりましょう。退院してからも、体力に自信がつくまでは、安静時間をとるように心がけましょう。

	
	

	[image: image42.wmf]③入浴
	入浴後、疲れが出ることのないように短時間の入浴にしましょう。
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④タバコ
	タバコを吸うと、その中のニコチンのために、のどや気管、気管支が荒れてたえず痰があるようになり、病原菌が付きやすくなります。百害あって一利なしです。禁煙しましょう！

	
	

	⑤飲酒　　　

　　[image: image23.jpg]



	飲酒は、肝臓に大きな負担をかけ、副作用が起こりやすくなります。入院中はもちろん、退院後も抗結核薬を服用している間は禁酒です。

	[image: image44.emf]⑥感染予防
	咳や痰が多い時は、マスクを着用し、痰は必ずティシュにとり処理しましょう。外出から帰った時は、うがい・石けん手洗いを十分にしましょう。人の多い場所や空気のこもる場所などは避けましょう。
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⑦心身の安静
	規則正しい生活を送り、激しい運動、日光浴、海水浴、夜更かし、勝負ごとなどは避けるように努めましょう。疲労感やストレスが残らないように十分に休養をとりましょう。


継続的な服薬を行い、自己判断で治療を中断しないようにしましょう。

◎分からないことや質問などあれば、医師・看護師・保健師にお尋ね下さい。
通院治療について
◎退院後は下記の所で診察を受けて頂くことになります。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
	医療機関
	医療機関名　　　　　　　　　　主治医　　　　　　
所在地

電話

	保健所
	保健所名　　　　　　　　　　　保健師　　　　　　
所在地

電話

	薬局
	薬局名　　　　　　　　　　　　薬剤師　　　　　　

所在地

電話

	コメント
	＊内服は1包化にして下さい。

＊ＤＯＴＳに関わってくれる人（　　　　　　　　　　）




治療終了後の管理健診の予定（各保健所より案内があります）
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検査データ貼付欄
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